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医療法人 新成医会

◆設立：1960年4月

◆理事長：渡邉 毅

◆展開している事業

総合リハビリテーションセンター・みどり病院（261床）

介護老人保健施設緑樹苑（147床）

介護老人保健施設みどりケアセンター（29床）

緑樹苑通所リハビリテーション、居宅介護支援事業所緑樹苑

みどり訪問看護リハビリステーション

NPO法人みどりの森

◆新潟市から受諾している事業

地域包括支援センター宮浦東新潟

新潟市認知症疾患医療センター

認知症初期集中支援チーム

新潟市在宅医療・介護連携ステーション中央第二

生活支援体制整備事業（鳥屋野・上山圏域、宮浦東新潟圏域）



新潟市地域包括ケア推進課ホームページより

Midori
Hospital



Midori
Hospital

新潟市地域包括ケア推進課ホームページより

みどり病院（２６１床）
・回復期リハビリテーション病棟
・地域包括ケア病棟
・医療療養病棟
・障害者施設等一般病棟

・老健緑樹苑（147床）
・老健みどりケアセンター（29床）
・みどり訪問看護リハビリステーション
・緑樹苑通所リハビリテーション
・居宅介護支援事業所緑樹苑

在宅医療・介護連携ステーション
中央第二

認知症疾患医療センター

認知症初期集中支援チーム

生活支援体制整備事業
（支え合いのしくみづくり推進員）
鳥屋野・上山圏域
宮浦東新潟圏域

地域包括支援センター
宮浦東新潟

ＮＰＯ法人みどりの森



在宅医療・介護連携ステーション中央第二

活動報告





事業項目と主な業務内容

❏ 地域の医療・介護サービス資源の把握

❏ 在宅医療・介護連携の課題の抽出と対応策の検討

❏ 切れ目のない在宅医療と介護サービスの提供体制の構築推進

❏ 医療・介護関係者の情報共有の支援

⇒関係機関に対し、多職種連携に必要な知識や情報共有の場づくり

❏ 在宅医療・介護連携に関する相談支援

⇒医療・介護に関する解説、連携に関する助言、医療と介護の意思疎通が

困難な場合のサポートなど

❏ 医療・介護関係者の研修

❏ 地域住民への普及啓発

⇒地域の茶の間・老人クラブ等地域に出向いて、市民を対象に在宅医療・

介護に関する講座を開催

❏ 在宅医療・介護連携に関する関係市町村との連携

※在宅医療・介護連携ステーションは、医療・介護関係者の相談窓口です。

市民からの相談は、引き続き地域包括支援センターが受け付けます。

役割と機能

◆病院や診療所（かかりつけ医）などの医療機関と介護支援専門員や
介護関係機関の円滑な連携をサポートします

◆多職種多機関が抱える課題に対して、より良い支援のあり方を検討
できるようサポートします

◆情報提供や医療体制の解説、医療と介護の相互理解や職種間の意思
疎通が困難な場合などの相談に対してサポートします

新潟市では「在宅医療・介護連携推進事業」の取り組みの一つとして、このたび、新潟市医師会に基幹型として「在宅医
療･介護連携センター」を、おおむね各区単位に「 在宅医療･介護連携ステーション」を設置します。
新潟市では「在宅医療・介護連携推進事業」の取り組みの一つとして、このたび、新潟市医師会に基幹型として「在宅医
療･介護連携センター」を、おおむね各区単位に「 在宅医療･介護連携ステーション」を設置します。

在宅医療・介護連携ステーションについて

連携ＳＴ中央第二担当者
◆みどり病院
中野 博幸（ＭＳＷ）
佐々木 良輔（ＭＳＷ）
小田 博美（ＰＴ）

◆老健緑樹苑
小谷 孝太（支援相談員）



主な活動

①医療・介護従事者からの相談に対応

②医療・介護の専門職や障がい福祉関係者との連携

在宅医療ネットワークとの連携

新潟市中央区障がい者地域自立支援協議会への出席

③研修会、公開講座等の開催

・ご当地連携研修会

・おきがる座談会、区民公開講座

・小中学生、高校生向け医療介護の出前学習

・事業所向け医療と介護の出前セミナー



医療・介護従事者からの相談事例

◆訪問診療、往診が可能な診療所を教えてほしい

◆居宅のケアマネジャー向けに新型コロナウイルス対策研修

を行う予定だが、講師を紹介してほしい

◆精神科デイケアと介護保険デイサービスは併用可能か？

障がい者基幹相談支援センターからの相談も増加傾向
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主な連携相手
◆専門職

・医療従事者

・地域包括支援センター

・ケアマネジャー等の介護保険関係者

・障がい者基幹相談支援センター等の障がい福祉関係者

◆在宅医療ネットワーク

・とやのがたネット

・にいがた地域食支援ネット

・にいがた在宅ケアネット

・関屋・白新地域ケアネット

・Ns・どまんなか

◆その他

・えき～ちか宮浦ネット

・しもまちカンファレンス
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ご当地連携研修会

医療・介護従事者向けの研修会の企画・開催。

在宅医療や制度・機能について、理解を深めてもらうとともに

顔のみえる関係づくりを目指している。

◆今まで行ったテーマの一例

・ＡＣＰについて

・認知症について

・食支援連携について



認知症について（とやのがたネット）



食支援連携について
（にいがた地域食支援ネット）





にいがた市中央区 施設・病院の食事形態ファイル



区民公開講座



小、中学生、高校生向け「医療介護の出前学習」①



小、中学生、高校生向け「医療介護の出前学習」②



事業所向け医療と介護の出前セミナー

～某クリニックにて～



日々の業務の中で、
気になる患者様はおりませんでしょうか。

最近、話の辻褄が合わないし怒りっぽ
い。

薬の飲み忘れ、お金の計算ができないことが目立つ。

杖歩行だが、いつ転倒するかわからな
い。

独居や老々介護。
介護保険は未申請。

家族やケアマネジャーがいれば報告できるけど。。。
でも、独居の方や介護保険申請をしていない方はどうすれば良い？？



Ａ．患者様が住んでいる最寄りの地域包括支援センターに相談。

🔸地域包括支援セン
ター

地域包括
支援セン
ター

ケアマネジャー
(介護支援専門員)

支援・指
導

本人・家族

相談

支援

地域住民・民生
委員・警察・
消防・民間企業
・医療機関

協力

※各地域包括支援センターの担当地域は、
中学校区で分けられています。

中央区
地域包括支援センター

センター名

担当地域(中学校区)
【日常生活圏域】

電話番号

鳥屋野・上山 鳥屋野、上山 025-240-6077

関屋・白新 関屋、白新 025-231-5659

山潟 山潟 025-257-7090

ふなえ 寄居、新潟柳
都

025-229-3600

宮浦東新潟 宮浦、東新潟 025-240-6111



今後の課題
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◆法人内で様々な事業を展開しているが、それらと当ステー

ションが十分に連携できていない。

◆研修会が溢れている世の中で質が高く、当事業の理念に則

した研修会をいかに構築していくか。また、コロナ禍での研修

会の実施方法も検討していく必要あり。

◆実行性があり、医療・介護従事者から頼られる存在にならな

くてはいけない。
～「あなたの事業所の医療ソーシャルワーカーと思ってください」の精神～



ご清聴ありがとうございました


